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論文内容の要旨 
【目的】統合失調症患者において重大な他害行為に繋がるような攻撃的行働がどのようにして
起きるのか，特にその生物学的背景については，未解明な部分が多い。「心神喪失等の状態で重大
な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律（医療観察法）」は重大な他害行為を行った
精神障害者に適切な医療を提供し，社会復帰を促進することを目的とした法律である。その法律
の対象となるための要件として，対象となる他害行為（対象行為）と精神疾患の関係が密接であ
り，心神喪失または耗弱に相当することが含まれている。本研究の目的はこのように対象行為と
精神疾患の関係が明らかな対象において，重大な他害行為のあった統合失調症患者の脳形態的特
徴を同定することである。また，特に暴力のタイプによって脳形態的違いがあるかの解析も行っ
た。 
【方法】殺人，殺人未遂，および傷害の他害行為を行って医療観察法入院処遇となった男性統
合失調症患者 34 名を試験群，過去に暴力行為の認められない男性統合失調症患者 23 名を対照群
とし，T1 強調画像をボクセル単位の形態計測の手法（voxel-based morphometry: VBM）を用い
て解析し，灰白質の容積を比較した。さらに，その他害行為が計画的であったかどうかで二群に
分け，それぞれの群と過去に暴力行為の認められない統合失調症患者群で VBM を用いた灰白質
の容積比較を行った。 
【結果】重大な他害行為のあった統合失調症患者群は，右下側頭回の前部から側頭極，中側頭
回に広がる領域と右島回を含む領域で過去に暴力行為の認められない統合失調症患者に比べて有
意に灰白質容積が小さかった。他害行為のない患者群と比較し，他害行為が計画的ではなかった
群では右下側頭領域のみが有意に体積が減少していたが，計画的他害行為があった群では右側頭
極，右下側頭回，右島回を含む領域および左側頭極平面領域（島回を含む），両側後部帯状回，楔
前部という広範な領域で灰白質容積が小さかった。 
【結論】重大な他害行為のあった統合失調症患者は過去に暴力行為の認められない統合失調症患
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者とは，いくつかの脳領域で形態的に異なる特徴を持つことが示された。右下側頭領域の容積減
少は暴力行為の計画性に無関係に認められた。より広範な異常が暴力的行動の計画をするだけで
はなく，その計画を保持することにも寄与している可能性が示唆された。 
 
